
 

- 1 - 
 

令和２年度第４回蒲郡市子ども・子育て会議 議事録 

 

日 時 令和２年１０月２２日（木）１４：００から１６：１０まで 

場 所 蒲郡市役所 ３０３会議室 

出 席 者 （委 員）１８名出席   ※別紙出席者名簿のとおり 

（事務局）子育て支援課：次長、主幹、課長補佐、課長補佐、指導係長、主事 

配布資料 ・令和２年度第４回蒲郡市子ども・子育て会議 次第 

・資料１ 令和２年度第３回蒲郡市子ども・子育て会議 議事録について 

・資料２ 蒲郡市保育園グランドデザイン（案）について 

・資料３ 令和２年度蒲郡市子ども・子育て会議の日程について 

・コンシェルジュだより 

 

議事：（進行）事務局 高橋晃市民福祉部子育て支援課長 

○学校教育課長（代理飯島） 欠席 

○健康推進課長（代理岡本保健師） 欠席 

○資料の確認 

 

１ あいさつ                                           

（渡辺会長）  皆様改めまして、こんにちは。私の友達のお孫さんが来年度入園します。どこの園を選

んだかというと、住んでいる学区ではなくて、違う園を選ばれました。理由を聞いたとこ

ろ、お嫁さんがそこの園の教育方針というか、保育方針が気に入って選んだということで

した。それから、偶然かつての同僚に出会ったので、お子さんをどこに入れているのか聞

いてみたら、やはり住んでいるところではなくて、そこの園の保育方針がうちの子どもに

合っているから選びましたっていうことを言われました。それでちょっと思い出したの

は自分の甥っ子も自分が卒園した幼稚園に入っていたということを思い出して、やっぱ

り今の保護者の人たちは、本当に多様な考え方をするってことで、特に学区にこだわって

いないんだなっていうことを改めて気づきました。 

蒲郡市の保育園のグランドデザインを考えていくときに、先回、河合先生もおっしゃっ

ていたんですけれど、保護者にとって、多くの選択肢があるっていうことがとても大きな

ポイントだなっていうことを改めて思いました。今回はそんなことを考えながら検討し

ていけたらいいなと思っています。先回は中学校区単位で考えていこうということにな

りましたので、今日はそれぞれの中学校区ごとに考えていきたいと思います。前回のよう

に忌憚のないご意見をたくさんいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 
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２ 議題                                            

 

（１）令和２年度第３回蒲郡市子ども・子育て会議 議事録について                 

質疑応答                                            

（河合委員）  差し替え版を配布させていただきました。自分のことながら、読み返してみますと、

本当に余分なことをお話しさせていただいていて、これでは分かりにくいと思い、修正

させていただきました。赤字のところ、できるだけ私の意図を込めた文章に直させてい

ただいております。差し替えという形で配布させていただきましたので、よろしくお願

いいたします。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。ニュアンスについては大きく変わるものじゃありませんよ

ね。他にありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、議事録については修正をお願いします。次の議題に移ります。 

 

 

（２）蒲郡市保育園グランドデザイン（案）について                         

（蒲郡市保育園グランドデザイン（案）について事務局白井から説明） 

 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  ありがとうございました。今の説明で、何かご質問やご意見がありましたらお願いい

たします。よろしいでしょうか。 

         それでは、大塚中学校区から順次検討していきたいと思っていますが、よろしいでし

ょうか。それでは、事務局の方、順次説明をお願いいたします。 

 

●大塚中学校区                                         

（大塚中学校区について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  大塚中学校区は、大塚西と大塚の二つの園があるのですけれど、これを一つにしてい

くというお話だったと思いますが、何かご意見があったらお願いいたします。 

（山下委員）  １０何年前にこの大塚地区の金融機関の支店長をしておりました。大塚は西と東で分

かれております。地区性があって。これを一つにまとめるのはなかなか難しいところが

あるかなっていう気もします。個人的には、将来人数を見ると一つにしてもよろしいの

かなと思いますけど、場所的にどっちかに偏った場所になったとき、通うためのバスな

どを考えていけば可能かなとも思いますけど。でも、なかなか困難な面もあるかなって

いう気がするのですが、その辺は、もうすでに考慮に入れた上で統合するっていう形に

なるのでしょうか。 

（事務局高橋） ここでは将来的な、２０４０年の予想を立てて、子どもはこのぐらいの規模になりそ

うだというようなことをお示ししております。そして当然園舎もかなり古くなってい

ますので、建て替えのタイミング、これはいつになるのかまだわかりませんけれども、
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その時に一つに統合ということを考えてはどうだろうかっていう、地区のデザインの

案ということです。 

基本的に通園されている方は、車での送り迎えというのが大半を占めていますので、

この地区に限って言えば同じ大塚地区から車で通うっていうことを考えたときに、保

育園がどこにあってもそんなに遠いというような印象はないかな、というふうには思

っております。 

このグランドデザインはどこに建てるとか、いつ建てるということではなくて将来

にこの地区にはどういう形で保育園があるのがいいだろうかと、その辺ぐらいまでの

検討内容になるかなと思います。 

（渡辺会長）  私も大塚小学校に勤めたことがあるので、この大塚保育園と大塚西保育園って両方と

も地区の外れにありますよね。例えば大塚保育園の方に統合するとなるとちょっと大

変というか地域の中心にあるほうが望ましいのではないかと私も思ったのですけど。

そういう具体的な場所は今回考えていかずに、数というか量を考えていくっていうこ

とでしょうか。 

（事務局高橋） 具体的な配置、公共施設の配置ということになりますと、公共施設マネジメント実施

計画というものが市にございまして、それに基づいて、地区でのワークショップを行い

ながら地区ごとの公共施設の今後の利用計画というのを決めていくっていうこと、今

年は一年休止していますけど、そういった計画というものも進んでおります。 

グランドデザインは、そういった各地区での検討の大元になるものと言えると思い

ます。これから大塚地区で今後の公共施設、小学校、中学校、公民館、保育園、これら

をどうしていくのかを検討する時の一つ指標になるものと考えています。具体的な位

置とか、他の施設と複合化をしていくかとか今の場所に建て替えるのか別の場所がい

いのか、そういうことについては、公共施設マネジメントの実施計画に基づくワークシ

ョップなどで地区の方と話し合っていくという形になります。 

（渡辺会長）  保育園用地は借地だということですが、賃借料はどのくらい払っているのでしょう

か。 

（事務局白井） 大塚地区ですと１園当たり、おおよそですが年間２００万円ぐらいです。 

（岡田部長）  考えていくにあたって、大前提となりますこの資料２別紙の最初のページのところ

で、もし委員さんの中で、この基準じゃおかしいぞというところがあれば、そこについ

ても意見をいただきたいな、と思っています。ここでは、１人当たり概ね８０人から１

３０人程度となるような施設を大前提としまして配置等をどうしていくか、組んでご

ざいます。そうした中で、この基準そのものがおかしいのではないかということがあれ

ば、そこもご意見いただきたいと思います。 

なぜこういった数字にしたかと言いますと前回の会議の時に、適正人数というのは

少な過ぎても多すぎてもいけないよっていうようなご意見を委員さんの方からいただ

いております。それから地域性があるというところである程度の幅を持たせる形、そう

したことで前回の意見を踏まえまして、事務局として０歳児から５歳児まで、クラスを

組んでいったときにこれぐらいのところが適正な規模であるだろうというふうに考え
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たものでありますので、ここのところでご異議がありますと、後のところへも影響して

参りますので、もしよろしければ、こういった形で組んであるということの前提で、お

話を進めていただきたいと思います。 

（渡辺会長）  ここのところで配置の検討にあたって三つの要素が示されていて、そこのところで何

かご意見があるなら先に伺っていきたいと思いますが、どうでしょうか。 

河合先生どうですかこの、概ねの８０人から１３０人の規模っていうのは。 

（河合委員）  現場としては大変望ましい人数かと思います。 

（渡辺会長）  鈴木委員はどう思われますか。 

（鈴木委員）  私もそう思います。ただ、人数が出てしまったら駄目なのかとか、そこより下回った

ら絶対に駄目なのかっていうと、そうではなくて、建物の規模もあるでしょうし、園庭

の広さとかもあると思います。どのあたりを基準にするって言ったら、おおよそ、その

あたりの規模でどうでしょうか、という気はしております。 

（津田委員）  保護者の立場からしまして、先ほど車で送り迎えをするっていう話がございましたけ

ど、東の方に通勤する方、豊川や豊橋の方に通勤する人にとっては、蒲郡市の中で大塚

中学校区が一番東側にありますので、西側の人は通り道になります。 

今は低年齢児の受け入れをしていないから、ニーズがこれだけ少なくなっていると

思うのですが、もしここに、それなりの設備と充実したサービスがあれば、東に向かう

保護者にとっては、通勤途中に大塚の保育園で子どもを車から降ろして、東方面に通勤

に向かうというのは自然な流れになると思うので、グランドデザインで２０４０年に

かけて建て替え統合を進める中で、その需要は増えるのではないかなというふうに思

いました。大塚中学校区に住んでない人でも、三谷中学校区の人でも、東に行く人にと

っては、非常に利用しやすい場所にあると思います。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。よく考えたら東に通勤する人にとっては一番いいところか

もしれませんね。その他何かありましたらお願いいたします。 

大塚中学校区では、人数のこともいろいろ考え合わせて、大塚西保育園、大塚保育園

の二つを統合していくという案ですが、そういう方向でよろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございます。 

では次の三谷中学校区の検討に入りたいと思います。 

 

●三谷中学校区                                         

（三谷中学校区について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  三谷西保育園と三谷東保育園を将来統合するとした場合、園児数が１６０人ぐらいに

なってしまいそうで、先ほどの規模からでいうと少し大きくなってしまうか、という話

でした。 

ただ三谷東保育園の敷地が一番広いということ、高台にあるので、津波とか高潮の心

配は全くない。一方で三谷西保育園は本当に海のすぐ近くなので心配っていう、そうい

うことをいろいろ考えての提案だったと思います。 
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三谷東保育園のところも三谷西保育園も割と地区の端にあるわけですが、三谷東保

育園の方にもし移るとなると、本当に端っこだなっていうことは思いますが、そういう

ことは今回は関係なく考えていきたいと思いますのでお願いします。 

それから、一つ質問ですけど、保育園の園舎っていうのは、二階建でも三階建でもよ

いのですか。 

（事務局高橋） 将来の形っていろいろあると思うんですね。保育園単独で建てるっていう場合もある

し、他の公共施設と一体になっていくっていうようなことも考えられるんですね。例え

ば学校と一緒になる場合もあるだろうし、公民館と複合化するとか。それぞれの形態に

よって、建設の形は変わると思います。鉄筋で作る場合もあれば木造で作る場合もある

ということで、蒲郡の保育園として具体的にどういう形にするというのは決まってお

りません。 

（岡田部長）  保育園は今後、どこかの施設とくっつく、隣り合わせになるということがございます。 

塩津地区では小学校と同じ敷地内に作るということでありますが、保育園は、園舎・園

庭については児童福祉施設で基準が決まっておりますので、保育園として作られてい

ない施設に入り込むということではないということです。 

三階建のことですが、子どもの施設、保育園としてはちょっと厳しい。いいとこ二階

建、できれば平屋建てが望ましいと考えております。その保育園の施設そのものでいい

ますと、現在コロナウイルスの感染予防で密を避ける必要があります。コロナは暫くし

たら収束していくというふうに思っておりますが、インフルエンザとか、保育園の中の

感染症、そういったところも考えながらやっていく必要があると思っています。ある程

度の、部屋の広さを確保しながらやっていくというような考え方もこれから必要です

し、できるだけ広い環境で保育をしていくのが子どもにとってはいいと思っています。 

ただ、施設によってはやはり一部に集中しなければいけないところについては、２階

建てとかそういったところでの保育もあり得るということになります。国の方では最

低基準、児童１人当たりの最低基準が決まっておりますので、それは当然守っていく

と。市としても、ただその最低基準でいいのかというところは、それよりも広くとれれ

ば、その方が望ましいと思います。あまり広すぎると子どもたちの行動にとっても支障

が出て参りますので、一定規模、現在のところぐらいでいきたいなというふうに考えて

おります。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。その他何かありましたらお願いいたします。よろしいでし

ょうか。 

三谷中学校区はもう一つあさひこ幼稚園っていうのがありますが、これは今回のグ

ランドデザインでは触れていかないっていうことで、三谷西保育園と三谷東保育園の

２園を統合していくという案でしたが、よろしいでしょうか。 

それでは次の蒲郡中学校区をお願いいたします。 

 

●蒲郡中学校区                                         

（蒲郡中学校区について事務局白井から説明） 
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質疑応答                                           

（渡辺会長）  蒲郡中学校区についてはこの五つをそのまま存続していくという話でしたが、何かあ

りましたらお願いいたします。 

（津田委員）  蒲郡中学校区の２０４０年時点の地区内ニーズ予想について、２０２０年と比べて減

少予想されていますけど、こちらはどういう前提のもとで予想されているのかお伺い

したい。 

（渡辺会長）  ５２５人から４４２人に減るというところですね。 

（事務局高橋） 検討資料の中にある表の２０２０年の３月時点の数字と２０４０年のニーズ予想と

は少し対象が違っていて、一緒に見るとわかりにくくなってしまって申し訳ないんで

すけども、この２０２０年３月っていうのは、この時点で各保育園の園児数で、他地区

から来ている園児も含まれた数です。一方、２０４０年のニーズ予想っていうのは、単

純にこの地区の２０４０年の子どもの数の予想に入所率を掛けたら保育ニーズについ

てこのぐらいだろう、というものです。２０２０年３月で５２５人と、この地区は園児

が多いのですが、これは他地区から通園している子ども１３８人を含んでいるからで

す。ただ将来のニーズ予想についても他より子どもの多い地区であるということは変

わりないです。 

（渡辺会長）  そうしますと、２０４０年の予想が４４２人ですがこれに加えて他地区の子どもが通

ってくるということですね。 

（事務局高橋） 今後、公立の保育園が各地区で低年齢児とか延長保育がもっと充実したとしても、み

どり保育園や木船幼稚園等については、そこの園を指名で他地区から通ってくる方が

いると思います。 

（渡辺会長）  みどり保育園の河合先生はどうでしょうか。 

（河合委員）  ありがとうございます。想像するのがなかなか難しい区域ですが、ニーズはあると思

います。みどり保育園の周りは土地開発をされて、新しい住宅ができるという傾向にあ

る状況なんですね。若い世代の方が住みやすい地域として選択される雰囲気を持って

いる地域なので、保育ニーズはあると思います。一方で、資料にありますように今の府

相保育園の位置が災害等に弱いというところ、ここだけは優先的に考えていただけた

らと思います。保育所の個数でいえば、これくらいの数が必要なのかな、と感じており

ます。 

（山下委員）  ７ページの「今後のあり方」のところで「案１」とあるし「案２の特徴」とあるので

すが、案は一つしか付いていない。他の地区のページ、４ページを見ると「案」となっ

ている。ほんとは案１とか案２とかあったけど、ここに出してきたのはどの地区も一つ

だけになっている。そういうことですか。 

（岡田部長）  当初、子育て支援課は、いろいろなプランを考えて私のところまで持ってきました。

様々な案を持ってきたのですが、市として、まず子育て支援課がどういう将来像を目指

していきたいのか、保育園の理想像はどうなのかというところで、この資料２別紙の最

初のところの基準を作って、それに合わせて考えてみたら、他の案が削られていったと

いうことであります。 
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ただ、この会議の中で委員の皆さんから、いやこういう案ではなくて、さらにもうち

ょっとこういう配置とか、こういう数が必要じゃないかという案をいただければ、それ

もこの中に加えた形で、最終的なグランドデザインにしていくということになります。 

すみません、私が差し戻したことで、修正誤字がそのまま残ってしまいました。申し

訳ありません。 

（渡辺会長）  ６ページの府相保育園のところです。ここに、小学校などの公共施設敷地内への移転

について、と踏み込んだ記入がありますが、こういうことは大体決まりつつあるという

ことでしょうか。 

（事務局高橋） まだ具体的な決定事項は何もありませんが、この府相保育園はそれなりの規模があり

ます。今は高潮の浸水区域にあるということで、建て替えのタイミングで、どこかへ移

転しなければいけない。ただこの地区は、保育園の敷地を確保するだけの場所というの

は、はっきり言って無いと思います。それに、高潮のことを考えるとＪＲの北側でない

といけません。そうなると、空いている土地はほぼない。今ある公共施設の敷地内へ、

ということで書かせていただいていますが、イメージとしては竹島小学校敷地です。そ

ういう可能性はあるよね、というような気持ちで書かせていただいたと、いうことで

す。 

（渡辺会長）  この地区は公共施設マネジメントのワークショップはもう済んでいる地区でしたか。 

（事務局高橋） ワークショップも地区で区切ってやっているのですけど、ここは蒲郡南部地区と呼ん

でいてワークショップ自体は終わっております。ワークショップでまとめた意見をこ

れから地区個別計画というものにしていくことになります。まだ蒲郡南部地区の地区

個別計画はできておりませんけれども、このワークショップのなかでは竹島小学校敷

地に府相保育園を建てる、という内容になっております。これは私どもの考えとも一致

している、というふうには思います。 

（渡辺会長）  思っていることがあって、もちろんこの地区は現状維持でいいと思うし、こんなこと

難しいのかもしれないなと思いながら、電車を使って通勤される方もいらっしゃるの

で、例えば蒲郡駅のところに、保育園があってもいいなって、駅の中にあるのをいいな

ってちょっと思っているんですけれど。そういう大胆な考え方も、女性が活躍するた

め、働き続けていくために、大事だと思いますよね。 

（岡田部長）  ありがとうございます。今会長が言われたように、他の市、特に都会部のところでは、

駅に保育所っていうところがあります。そのやり方もいろいろありまして、駅に子ども

を預かるだけの場所を作って、そこから各保育園に子どもを送るっていう、子どもの受

け渡しだけをやっている市もあります。ただ、そこは、郊外で子どもが少なくなって施

設に空きがある。中心部の方は満員の施設である。そこの待機児童対策のために郊外の

施設を使っているというところもあります。 

蒲郡だと、南部保育園なら駅から近いところにある。そういったところでお子さんを

十分に受け入れられる体制が整っていればいいかと思いますが、いずれまた、そういう

施設が必要かどうかというような検討をしていくこともあるかもしれない、というよ

うに思っています。 
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ただ、この会議でいただいた意見というのはそのまま議事録にも残りますし、そうし

た意見をいただいたということで、今後、受けとめていきたいと思っております。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。本当にいろんな可能性を考えていけるといいなと思ってい

ます。その他何かありますでしょうか。 

では、蒲郡中学校区は五つの園を維持ということでよろしいでしょうか。 

次は中部中学校区をお願いいたします。 

 

●中部中学校区                                         

（中部中学校区について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  中部中学校区の説明につきましては、三つあるところを二つにしていくという説明だ

ったと思いますが、何かありましたらお願いいたします。 

言葉尻をとらえて申し訳ないですが、「今後のあり方」の概要のところで、３園を２

園に集約していくとなっています。「統合」ではなくて「集約」となっている。二つを

一つにするということではなくて、三つを二つにするという意味ですかね。 

（事務局高橋） この地区については集約っていう言葉の方がいいのかな、と思っております。今３園

ございます。このまま３園ですと少しキャパとしては過大になっていくのかな、という

ところもございますので、これをどのような形になるのかはまだわかりませんけれど

も、２園規模で十分に保育自体はやっていけるのではないのかと考えています。 

特に西部地区というのは、児童の数自体は、かなり少なくはなっていくとは思いま

す。ただ、この地区はかなり広範囲に及びますので通園距離などを考える必要もあろう

かと思いますが、どこにどういう保育園があるべきなのかっていうのは今結論が出て

いるものはないです。規模としては二つというような形で案を出させていただいてお

ります。どの園とどの園をくっつけますという内容ではないです。 

この地区も地区のワークショップが始まっていますけど、今は一旦止まっています。

今後この地区の方も、小学校、中学校、公民館とか含めて、施設の配置案も検討してい

ただく形になるかと思います。 

（岡田部長）  他の地区でも同様ですが、二つしかないものを一つにしていくところは「統合」とい

うような表現を使わせていただいております。三つ以上あるところが幾つになるかと

いうところで「集約」という言葉を使わせてもらっています。保育園にもともと園区は

ないんですが、今回考えるにあたっては、地区単位で、幾つあればいいだろうというこ

とを考えていくことになりますので、どの園とどの園をくっつけるというところでは

なくて、この地区内にいくついるのか、これが保育園の適正規模なんだ、というところ

で「集約」というような表現を使わせていただいたというところであります。 

（渡辺会長）  やはり学校の規模適正化のところでもここのところがきっと問題になってくるとこ

ろじゃないかなと思います。「どの園とどの園を」という点はまだわからない、三つを

二つに集約していく、と考えていけばいいですね。 

何か他にありますでしょうか。よろしいでしょうか。 
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ここは本当に西部地区っていう、ちょっと特殊な地区をもっているので、今後のワー

クショップでいろんな意見が出てくる難しいところじゃないかな、と思っていますが、

またそちらとも合わせて検討していただきたいと思います。 

では、この中部中学校区については、三つを二つに集約していくということでよろし

いでしょうか。 

それでは、塩津中学校区をお願いいたします。 

 

●塩津中学校区                                         

（塩津中学校区について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

 （渡辺会長）  塩津北保育園については、今年度中で廃園されることは決定していることで、この地

区は塩津保育園と鹿島こども園、この二つが残っていくという説明だったと思います。

何かありましたらお願いいたします。 

塩津地区のワークショップは最初に行われていたと思うんですけれども、移転のス

ケジュールみたいなのはもう決まっているのでしょうか。 

（事務局高橋） 塩津地区につきましては、公共施設マネジメントのワークショップが終わり、地区個

別計画ができております。今後の具体的な進め方として基本計画を作っていくことに

なっています。基本計画の作成は来年度の予定です。基本計画ができたら、計画に基づ

いて各施設の更新を行っていく、という形になります。 

塩津地区の個別計画では、保育園につきましては、塩津小学校敷地に保育園を移設と

いうか建て替えるという計画になっております。我々のこの案につきましても塩津に

ついては公立保育園１ヶ所という案ですので個別施設計画とも合致するものと思って

おります。 

（渡辺会長）  塩津地区ではワークショップも済み、地区の個別計画も作成されていて、来年度基本

計画を作成して、その中の計画では保育園は塩津小学校内に移転するというような、そ

ういう話になっているそうです。 

この地区につきまして何かありましたらお願いいたします。 

安全が確保されていると言ってもなるべく早く、塩津保育園は移転されるといいな

っていうふうに思っています。よろしくお願いします。 

それではこの塩津中学校区につきましては、塩津保育園と鹿島こども園の２園を維

持していくということでよろしいでしょうか。 

それでは、形原中学校区の説明をお願いします。 

 

●形原中学校区                                         

（形原中学校区について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  ここは形原北小学校と形原小学校のある形原中学校区ですが、公立保育園は三つを二

つに集約していくという説明でした。何かありましたらお願いいたします。 



 

- 10 - 
 

形原南保育園は、地図からは海から近いように見えるのですが大丈夫ですよね。津波

などは。 

（事務局白井） 高台にあるので大丈夫と思われます。 

（渡辺会長）  形原北保育園には西部子育て支援センターがあって、ここにも書いてあるように子育

ての拠点になっているということですよね。 

でも、老朽化しているっていうことで、建て替えは、していかなきゃいけないところで

すね。 

何かありましたらお願いいたします。 

それでは、形原中学校区につきましては、公立保育園三つを二つに集約していくという

ことでよろしいでしょうか。 

それでは最後の西浦中学校区の説明をお願いいたします。 

 

●西浦中学校区                                         

（西浦中学校区について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  西浦は西浦保育園、西浦小学校、西浦中学校と一つの園、一つの小学校、一つの中学

校という風に本当に地域の中の保育園だなっていうふうに思っています。ここはその

まま維持していくということですが、どうでしょうか。 

西浦地区のワークショップも塩津地区と同じ時期に行われていまして、個別計画も

できているということでしょうか。 

（事務局高橋） 塩津地区と同じ時期に、ワークショップが行われ、それを経て地区個別計画ができて

います。来年度、基本計画を作っていくことになっています。西浦地区については、小

学校の敷地に小学校、中学校、それから公民館を建設していくという計画です。西浦保

育園については、現在のところで維持管理を行って適切な時期に建て替えというよう

な計画になっております。 

（渡辺会長）  何かありましたらお願いいたします。 

ここの地区も地区個別計画も進んでいるということでしたが、よろしいでしょうか。 

やっぱり地域に一つ、保育園もあって欲しい、というのが私の願いです。個人的な願

いですけれど、西浦地区は、保育園は一つ維持されるということでした。よろしいでし

ょうか。 

それでは、今回は７つの中学校区について検討をしてきましたけれど、もう１回全体

を振り返って何かご意見がありましたらお願いいたします。 

 

●全体を振り返って                                         

質疑応答                                           

（津田委員）  蒲郡の全部の中学校区、その中で今現状ある保育園の数が１９（民間保育園、民間こ

ども園含む数）、それが１４園に集約・統廃合という形になっていると思いますが、そ

うすると２０４０年の時に見込まれる１,６８２人の園児で１４園を割ると１園当たり
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大体１２０人になります。減った保育園の分を他の保育園で受け入れる形になると思

いますが、施設上の最大定員としては、この人数を踏まえて統合・集約とか建て替える

という計画になっているのでしょうか。 

（渡辺会長）  将来の園児数はほぼ同じくらいなのに１４園に減ってしまって大丈夫かっというこ

とでしょうか。 

（事務局高橋） 平均するとそのぐらいの人数になると思いますが、地区によっては１００人切るとこ

ろもあれば、１３０人をオーバーしてしまう場合もあるなど、様々ですので、建て替

え・更新をする際には、その地区に合った必要な規模のものを建てていくというよう

な、形になろうかと思います。 

（津田委員）  子育て世帯の夫婦が蒲郡に引っ越してきたとして、自分の住みたい場所の保育園に行

きたいときに、待機児童にならずにそのまま希望通り、入園できる状況が望ましいと思

うんですけど、統合・集約の過程でキャパシティが足りない状況にならないためには、

どこかを増やさなくてはいけないのかなと思ったんですけど、そこは必要ありません

か。 

（事務局高橋） 統合・集約の時に、ということですかね。施設を壊しているときとか建て替える時に

ということですかね。そうですね。そこはまだ蒲郡では実はそういう経験が無いんです

ね。今の保育園を民営化したとか廃止したことはありますが、統合して新しい施設を作

るとかっていう経験は無いです。ですが、他市では統合が行われていて、そのやり方に

は色々な手法があるということを聞いています。一時的に、別の保育園に移転をしても

らうということもありますし、新しい保育園を作ってから古いものを壊す、という方法

もありますので、その時々の状況によって、やり方は異なってくるのかな、というふう

には思います。 

（渡辺会長）  難しいところもありそうですね。またいろいろ考えていただきたいですね。 

（津田委員）  そういう時でも余裕がある状況が望ましいかな、と思います。 

（渡辺会長）  待機が出なくて、行きたいところに行けるっていう、そういうことで考えていって欲

しいってことですかね。よろしくお願いいたします。 

他にどうでしょう。 

（山本委員）  保育ニーズは今後も増加が見込まれているのは重々承知しているところですけれど

も、ご家族によっては、その働き方もいろいろあると思いますし、同じ仕事をずっと続

けることも可能でないこともあるのかなと思いまして、いろいろな選択肢があるとい

いなと思います。中学校区によっては、幼稚園型のところもあるし、保育園のところも

あるということですけど、例えば、西浦地区や大塚地区ですと、保育園しかないという

形です。私はもともとは豊橋の出身ですけども、多くの幼稚園や保育園がこども園化を

しています。ここの保育園・幼稚園がいいなと思って進まれたご家族が、そこに居続け

られるような仕組みづくりとして、こども園も増えていくといいなというふうに思っ

ております。 

（渡辺会長）  ご意見として伺ってくってことでよろしいですか。 

事務局さん何かありますか。 
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（事務局白井） この次の議題の「公立保育園の民営化について」にも関わってくるのかな、と思った

んですが。 

（岡田部長）  こども園化はどうか、ということであります。蒲郡では、鹿島保育園が今、認定こど

も園に変わっております。そして、木船幼稚園さんが、幼稚園型のこども園になってお

ります。 

市といたしましては、今まず取り組まなければいけないのは低年齢児の需要増への

対応というところで、これまでやって参りました。もともと保育園の方は、０、１、２

歳児から受け入れるというのが基本です。そうした中で、幼稚園さんは満３歳から受け

入れていますが、こども園になっていただくと、その下の年齢のところを受け入れてい

ただくことができるということで、幼稚園さんへのアプローチをこれまで進めて参り

ました。そうした中でご協力いただいたのが木船幼稚園さんであります。保育園に入っ

ていらっしゃる方がそのまま残るというところをやるためにはそれに、そのための保

育士の配置も必要になって参ります。そうした中で全体の需要を見ながら、こども園化

の検討をして参りますが、ただ、今の段階は、まずは低年齢の受け皿の確保です。公立

保育園がこども園化するというのは、半分幼稚園になるということです。 

幼稚園と保育園をくっつけたのが認定こども園という形になりますので、働いてい

ても働いてなくても、そこへ入れますよというのが、認定こども園です。その場合に、

今幼稚園の中でもまだ、キャパは十分にございます。幼稚園に入れるだけの数がある中

であえて市の保育園がここで幼稚園を新たに作るのか。全国的な流れは、幼稚園を認定

こども園にして低年齢の受け入れを確保するという流れです。そうした中で、今後どう

していくかっていうのは検討課題かな、というふうに考えております。 

（渡辺会長）  山本さん、よろしいですか。 

（山本委員）  検討を進めていただけたらと思います。 

（渡辺会長）  ただ、本当に大塚のこと考えると、保育園だけしかないんですよね。西浦もね。 

（岡田部長）  幼稚園自体がある地区ない地区ございますが、幼稚園は市内全地区から受け入れを行

っています。通園バスもあります。 

山本委員がおっしゃったように働き方が変わっても、子どもはそこに残りたいとい

った要望、ここの地区にはあってここの地区にはないというようなバランスを考えな

がら今後検討してまいりたいと思います。 

（渡辺会長）  ぜひよろしくお願いいたします。その他何かありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

それでは、資料２別紙の（３）「公立保育園の民営化について」のご説明をお願いい

たします。 

 

●公立保育園の民営化について                                         

（公立保育園の民営化について事務局白井から説明） 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  幾つぐらいということですが、将来の配置案では公立保育園は１４園となっています
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ので、その中で幾つぐらい民営化していけばいいかっていうことを検討すればいいと

いうことですね。ご意見がありましたらお願いいたします。 

例えば民営化する場合はどういう手順を踏んでいくのでしょうか。相手先に投げか

けていくのですか。 

（コンシェルジュ白井） 子育てコンシェルジュの白井です。まず、蒲郡は今、宝光福祉会さんとあと

明睦学園さんに来ていただいたっていう経緯があって、その時は既存の施設、今ある建

物を使って運営していただくという形をとりました。でも、それが民営化か、と言われ

たらそれが全てではなく、例えばやっていただけるところを誘致して、その事業者に建

物を建てていただくという、そういうやり方もあります。その場合だと国とかの補助金

がいただけて建てることができるというメリットがあります。 

今、実際に建っている施設が素晴らしければ、そのまま民営の方に運営してもらうの

がいいのですけれど、残念ながら蒲郡は全部ボロボロですので、今ある施設を提供して

そこでやっていただくということは残念ながらもう無理だと思います。そうすると、例

えば土地を提供して、そこに、その民間事業者の考える子どもたちが過ごしやすい建物

を建てていただく。国とか県の補助金を使ってですね、そういうやり方。これは、しっ

かり決まったわけじゃないんですけど、そういうやり方しかないかな、という思いはあ

ります。そういうことをやる場合は公募をかけます。公募をかけてどこの法人さんにや

っていただくかっていうので、検討委員会のようなものを立ち上げて、どこの法人にや

ってもらうかを決めて、そこから動き出す、という形にはなると思うんです。かなり歳

月がかかると思うので、来年民営化しますとかいうことは無理ですので、あらためて計

画を作って順次やっていくという形になると思います。 

（渡辺会長）  ある程度の計画を作り、公募をしていくっていうそういう形ですかね。公立保育園が

民営化する例はたくさんあるのですか。 

（コンシェルジュ白井） あります。田原市では公立園をどんどん民間さんにやっていただいていると

いう形になっています。 

（渡辺会長）  心配はないっていうことでしょうか。民営化していこうとすれば、どこかの法人が受

けてくれるだろうと。 

（コンシェルジュ白井） 魅力のあるところだったら可能でしょう。安定経営を望まなくちゃいけない

ので、子どもの数が少ないところには民間さんも来てくださらないので、そこはきちん

と収益が見込まれる人数の確保、子どもの確保は必要だと思いますが、どうですか。 

（河合委員）  一時期、民営化することが全国的にも非常に話題になって、その時には公立の方が絶

対いいんだという運動も起きたことも事実ですが、ようやくこの頃は落ち着いてきて、

その役割を分担して、大事な市の宝である子どもたちを共に育てましょうという姿勢

が行き渡ってきたのかなと思います。 

今、収益とおっしゃいましたけれども社会福祉法人の場合は、利益を得るための法人

ではありません。ですが、運営費の中で赤字を出すわけにもいきませんので、運営がで

きる範囲内の中で子どもさんをお預かりし、保育を実践するという形になっています。 

一方、企業型になりますと、もうここはやっぱり収益、利益、利潤というものも兼ね
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合ってきます。いろんな状況があると思いますが、蒲郡市としてはこういう園を望んで

いますという案があると、それだったら応募してみようかなとか、鹿島こども園さんも

実績を残されていますので、手を挙げようかという法人は間違いなくいると思います。 

最終的には、市と共に子育てに前向きに考えられているところを選択して、ここなら 

ば責任を持って、信頼のできる事業所であるだろうというところで決められるかと思

います。 

（渡辺会長）  みどり保育園さんとか鹿島こども園さんの保育方針が気に入って通っているという

方がたくさん見えましたよね。そういう風も入れてきながら、蒲郡市の保育の質を高め

ていくっていうことのためには、民営化も大事なことですね。財政的なことだけでなく

て、保育の質を高めていくためにも、民営化していきたいっていう、そういうことでし

ょうかね。 

ただ、幾つぐらい、と言われるとね。何かありますか。 

（河合委員）  資料２別紙の１７ページに示されています中学校区の中で必ず一つは公立を残す、と

いう条件を確保していくと。ここを優先させると、ざっくり言えば二つの公立園がある

ところの一つが民営化の可能性としてはあるのかなと。そうすると、今全体であと二つ

ですかね。 

もう一歩前に進んでいくと、公立園一つのところでも民営化して構わないよ、となる  

かもしれないですが、これは市民の皆さんのご理解がないと進んでいかない話だと思

います。 

（渡辺会長）  事務局さんの方から示された公立保育園を中学校区に一つ以上は残していきたいと

いう案。これをクリアしながら考えていくと、河合先生がおっしゃったように二つぐら

いであろうってことですね。 

（伊藤委員）  地区に公立保育園を１つは残すということですので、蒲郡地区は三つ公立保育園が 

あるので、それだけでも二つは民営化できる。他にも二つに集約する地区なども含める

と、全体で四つか五つ民営化できる可能性があると思います。 

（渡辺会長）  可能性としては、そういうことが考えられるっていうことですね。 

（岡田部長）  この事務局が出した、例えば公立保育園を中学校区に一つ以上残す案。こういった考

え方についても委員さんの中で、いや、それはどうなのっていうところがあれば、ここ

でご意見をいただきたいと思います。 

こうすると、例えば公立が一つしかないようなところはもう絶対民営化はありえな

いという考え方にもなりますので、考え方としては「公立保育園があるのが望ましい」

とかその程度なのか、それとも、こういうふうに公立保育園を残すというところが、皆

さんの合意なのかというところが、また今後の検討、将来的な話ではありますが、違っ

てくるかなというのがあります。 

何でこんなことを言うかというと、地元の方、今１園しかないようなところ、西浦と 

か大塚の方で、うちは公立じゃなくて民間の方がいいんだ、と言われたときに、いや１

園は公立を残しますよ、ということで市の方は進めて参りました、というようなお話を

しなければいけないのか。そうではなくて、そのときにはまずは民間にあたってみまし
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ょうと。民間で手を挙げていただけるところがなければ当然公の責任としてやってい

かなければならないところでありますので、そういった選択肢を残すのか、というとこ

ろも含めて、ここに書いた項目、これが正しいのかどうかというところで、もし、お

や？というところがあればご意見をいただきたいと思います。 

（渡辺会長）  ここのところも検討していきたいっていうことですね。民営化にあたってのこの三つ

の項目。これについても、これで本当にいいのかということですね。 

何かご意見があったらお願いいたします。 

一つに残すことの考え方として災害時の避難所等の確保ということがありますが、 

将来はすべての園で０歳児保育から実施していくわけですよね。そうすると自園で調

理ができる。例えば、災害の時にはそこで炊き出しをしたりできるということでしょう

か。 

（事務局高橋） 災害時には調理室自体が使えなくなってしまう可能性があります。基本的には災害用 

の備蓄食料とか支援物資を使うことになると思います。 

（渡辺会長）  調理室を使うということではないけど、避難所の確保のために地区に一つは公立保育 

園はあったほうがいい、という考え方でしょうかね。 

（事務局金沢） 避難場所としては遊戯室を使います。遊戯室に避難していただいて、避難物資を配っ

て、そこで過ごしていただくことになると思います。 

（渡辺会長）  民間の保育園になったときには、避難所になるということは難しいでしょうか。 

（河合委員）  元々みどり保育園は指定避難所でした。その後、民間になった時に避難所から外れた

のですが、地域の方が一番身近ですっと来やすい場所なので、先生何とかならないか、

とお声をかけていただきました。もともと蒲郡市さんで建てていただいたしっかりし

た建物ですので、災害時の時には使ってください、ということで、地元の方のために何

らかの提供ができるように、お水と簡単なご飯は用意をさせていただいております。 

（渡辺会長）  別に公立保育園だけでなくて民間保育園になっても、避難所を確保していくことは十  

分できるということですかね。そうしますと、このあたりの考え方はどうでしょうか。 

先ほどの山本委員のご意見だと公立の保育園しかない地区ができてしまう。大塚と 

か西浦のことを考えると民営化も一つの選択肢になるのでしょうか。 

（山本委員）  公立でも民営でも、どちらでもこども園化を希望しただけですので。特にどちらが、 

と思って発言したわけではありません。 

（伊藤委員）  民営化を検討するというのは、市の財政的な負担削減も考えてのことですよね。中学 

校区に公立保育園を一つは残すのが適切かどうかっていう話に関しては基本的には適

切だと思います。 

ただ、いきなり全部に民営化を投げかけるのは、それはすごくリスクが大きいのでは

ないかなと。例えば、みどり保育園さんとか鹿島こども園さんのときにはすごく上手

に、地域からも認められ、受け入れられた。本当に大変な努力をされたと思うんですけ

れども。でもそれが、必ず上手くいくかどうかっていうと、すごくリスクはありますよ

ね。 

そうするとやはり、行政が検討に検討を重ねてここなら大丈夫っていうところにお
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願いをしていく。そういうこと考えると、先ほどの地区に公立保育園を一つは残して、

四つないし五つぐらいから民営化を投げかけていく。それが本当に受け入れられて軌

道に乗ったなら、例えば地区に一つしかないところも民営化をお願いしてみようとな

るかもしれない。そこからでいいんじゃないかと思います。まずは四つないし五つくら

いからが適当だと思いますけど。 

（渡辺会長）  事務局さん、何かありますか。 

（事務局高橋） そうですね。地区に公立１園しかないところを民営化してしまってそれがうまくいか

ない、となった場合。そうするとその地区の保育所がなくなってしまうリスクは確かに

ありますので、そういうことがないように各地区に一つは公立の保育園があったほう

がいいのではないか、そういう意図で書かせてはいただいております。そういうことを

踏まえた上で、どうやって民営化の可能性を考えていったらいいんだろうか、というこ

となんです。 

例えば、複数の公立保育園がある地域とか、民間保育園がある地域とか、ございます 

よね。今の話ですと、中学校区に一つ以上公立保育園を残すよ、という言い方なんです

けども、さらに少し条件をつけるとして、例えば、複数あるところについては、民間園

が公立園の数を上回らないこととか、そういう考えもありますね。 

公立園一つ残して全部を民営化するがいいのかとか、今は公立園の数が多いですが、 

最大でも公立と民間が半分ずつ、とか。公立と民間の地域的な偏りはどうかなどもあり

ます。そういうバランスも含めて考えていくという部分も書かせていただいているん

ですけれど。その辺はどうかな、ということも意見をお伺いしたいです。 

（渡辺会長）  今の課長さんのお話について何かありましたら。なかなか難しくて、どうやって考え 

ていくか困ったときには鈴木裕子先生に、お願いしたいんですけど。 

（鈴木委員）  基本的に例えば廃園にするとか、その新しいところに変わるっていうときには６年く 

らいかかるわけですよね。例えば、０歳児での子は卒園まで責任を持つ。２、３年先の

話として民営化するのではなくて、今いる子たちが出たら、園が変わるんだよっていう

ぐらいのタームで考えないといけないと思います。 

リスクっておっしゃいましたけども、その地域と馴染めなくてすごくリスクを負っ 

てしまうことがあると思うんですね。そうすると、建物の老朽化とか地域性とか、その

縦ラインと横ラインを組み合わせてどこからやっていくかっていう順位がある程度必

然的についてくるところはあると思うんですね。 

他の市で民営化の仕事を何件かやらせていただいた時は、公募するとそこそこ来る

んだなっていうことはわかりました。３園、４園と来たし、県外からも応募が来て、プ

レゼンさせていただくという感じでした。 

あとは、公立でできないこと、というと変かもしれませんが、例えば病児保育とか、

休日保育とか、そういうニーズを請負ってもらうっていうことも含めて民営化したと

きに、今度は場所が関わってくることもあるので、何とも言えませんが。 

例えば名古屋市は中学校区に１個まで減らしていると思うんです。１８０ぐらいあ  

ったのを１２０くらいまで減らしていくという考え方。中学校区に１個残してそれが
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エリア拠点になっていく。例えば福祉方面とか、発達支援とか、医療機関などいろいろ

なところにつないでいく拠点として公立を一つ残すような意味を持たせれば、一つは

必要だということになるけど、二つの中学校区に１つでは駄目なのかといったら、そう

いった役割を持たせられれば、絶対に１中学校区に一つ残さなければいけないという

こともないのかなと思います。 

今後２０年ぐらいの中でどうなっていくのかということもあるし、先ほどおっしゃ

ったこども園というのも、現状としては保育園がこども園になることはあまりなくて、

幼稚園がこども園になっていくっていう形です。蒲郡さんはもともと公立幼稚園をお

持ちじゃないので、なかなかそこは難しいかなと。今、民間さんに蒲郡に幼稚園持って

きて下さいって言ったら、あんまり手が上がらないんじゃないかなっていう気がしま

す。保育園をこども園化して民営化するってことはありかなと思います。 

民営化については、計算すると３から５ぐらいかなと思いますけど、何処というのは

とても難しくて、私は無理に１中学校区に 1 個残さなきゃいけないっていうよりも、

二つの中学校区をくっつけるような考えもいいと思いますし、そこはちょっと柔軟に

考えてもいいんじゃないかという気がします。 

（岡田部長）  先生ありがとうございました。 

今、委員の皆さん方にも民営化というのが突然出てきて、幾つがいいかと言われて 

も、じゃあ比較材料はどうなんだ、民営化したらどういうふうなメリットがあってって

いうところも示されないまま、ここで幾つと意見を出すのは難しいかなというふうに

思います。 

これは、来年とか５年以内とかそういった計画ではなくて、将来的な考え方でござい 

ます。ここの会議の中で一番決めていただきたいと思うのが、昔蒲郡市が民営化しよう

としたときには、民営化は駄目だ、全部公立でやれというような議論もございました。

今だと、民営化のほうがいいじゃないか、というようなご意見もいただいています。 

そういった状況の中で、今後は民営化も当然検討材料に加えた上で、保育園の配置を

考えていきなさい、というようなご結論がいただければ、実際に保育園を建て替えるな

り統廃合する中で、市が一番望ましい形で民間に声をかけるという余力が残されます

が、いや、今ある民間園以外は全部公立でやれ、というふうなご結論であればそういっ

た方向で進まなければいけない。そうではなくて、今後は民営化も含めた中でこういっ

た検討を進めていけばいいという、ご結論いただければ、それをここの記録に残してい

きたいなというふうに思います。 

（渡辺会長）  それだったら考えやすいと思いますがどうでしょうか。 

すべて公立保育園でないといけない、と考えられる方はいらっしゃいますか。 

いろんな考え方があって、公立しかできないこともきっとあると思うので、そういう 

ことは大事にしていって欲しいと思います。公立保育園のサービスの均衡化などは考

えていってほしいですね。その中で、民営化、民間の風を入れていくというのは非常に

大事なことではないかなと思います。アンケートを見させてもらうとそう思いますが

皆さんいかがでしょうか。 
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公立保育園も残しながら、民営化の道も考えていくっていうことで、数については今

後検討していただくっていう形ですかね。 

それから、公立保育園も必ずしも中学校区に一つではなくって、もう少し大きく考え 

ていってもいいのではないか、そういう検討の余地があるのかな、ということですよ

ね。 

（事務局高橋） 資料では民営化の三つの要件ということで書かせていただきましたけども、今回ご意

見いただきましたので、次回の資料につきまして、修正を加えたものをご用意させても

らってまたご意見いただけたら、というふうに思っております。 

（渡辺会長）  では、今日はここまでということにしたいと思います。 

また次回、資料修正を加えたものを示していただけるということですので、また皆さ  

んと考えてきていただきたいと思います。 

それでは、議題の「（３）令和２年度の会議の日程について」をお願いいたします。 

 

 

（３）令和２年度蒲郡市子ども・子育て会議の日程について                       

●資料３ 令和２年度蒲郡市子ども・子育て会議の日程について事務局白井から説明 

（渡辺会長）  ありがとうございました。１回追加されて、次は会議が１２月１４日の月曜日午後２  

時からですね。場所はどこですか。 

（事務局白井） ３０３会議室です。 

（渡辺会長）  それでは、１回増えるということで皆さんよろしいでしょうか。ぜひ充実したものに

していきたいので、よろしくお願いいたします。 

 

 

（４）その他                                         

（渡辺会長）  それでは、「（４）その他」に入ります。事務局さん何かありますか。 

（事務局白井） その他の配布資料としまして「子育てコンシェルジュ便り№２４」をお付けしていま

すのでどうかご確認ください。 

（渡辺会長）  ありがとうございます。 

それでは、これで会議を、終了したいと思いますがよろしいでしょうか。 

ではこれで閉会いたします。次回は１２月１４日ですので、よろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 

 

以上 


